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     長期透析における様々な合併症として今回は「手根幹症候群」です。 

   手根幹症候群とはどんな病気？ 

 手のひらの親指から薬指にかけて痺れたり、痛んだり、感覚が鈍くなる病気です。また、進行すると親

指の根元の筋肉が萎縮してきます。 

原因は？ 

   長期間透析をしていると、アミロイドという物質が骨・関節・腱組織などに沈着します。その物質が 

   手首の靭帯に沈着すると、そこを通る神経が圧迫されて痺れた痛みなどの症状が出現します。 

   こんな治療を行います 

   保温、湿布、マッサージなど、対処療法がケアの中心となりますが、症状が酷い場合には鎮痛薬を処方

したり、手術する場合もあります。 

   早期発見と予防 こんな症状があれば医療スタッフにすぐ報告を 

    アミロイドを沈着させないために、しっかり透析をすることです。そして、生体適合性のよい透析膜を

使用することが予防につながります。 

 

2018.6発行 
公益財団法人 丹後中央病院 
病院長 西島 直城 

〒627－8555 

京都府京丹後市峰山杉谷 158-1 

TEL0772-62-0791 

http://www.tangohp.com
 

透析室ニュース Vol.２  

長期透析の     

合併症 


